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本マニュアルは初心者向けです。 

 

多くの初心者はどこから始めるかよく迷うでしょう？本マニュアルは本開発ボードを最速に使いこなせる

様に、下記 3つの部分と分けて分かりやすく説明します： 

 

1. 初めての FPGAプロジェクト 

ISE開発環境で新しいプロジェクトの作成から最後の開発ボードにダウンロードし、プログラムをデバ

ッグするプロセスを紹介する。 

 

2.  初めての組込 CPUプロジェクト（MicroBlaze） 

ISE開発環境で MicroBlazeソフトウェア作成、プロジェクト開発のプロセスを紹介する。 

 

3.   FPGAのコンフィーグ方法とダウンロード手順 
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1 初めての FPGA プロジェクト 
 

本章では LED順次点灯実験を例とし、ISE開発環境で新しいプロジェクトの作成から最後の開発ボードにダ

ウンロードし、プログラムをデバッグするプロセスを紹介する。 

LED順次点灯実験でピンロックとビットシフト演算子の使用方法も紹介する。 

 

実験準備: 

• 開発ボード 

• Xilinxダウンロードケーブル 

• PC側 Xilinx ISEDesign Suite 13.1開発ソフトウェア 

 

1.1 開発ボード構造図 

Siga-S16開発ボードでは 6つのブルーLED灯がある。1つは FPGA INT、1つは FPGA Done、この 2つの LED

はハードウェア設定ステータスを表示する、ユーザーから制御できません。他の 4つの LED1~LED4を本実験

で使用する。 

 

 
LED ピン対応は下記の通り： 

 

LED1------PIN:T10 

LED2------PIN:N10 

LED3------PIN:T12 

LED4------PIN:R10 

対応ピンが゛0゛で LED点灯、゛1゛で LED消灯。 

本実験ではクロックカウントが必要で、開発ボードクロックの対応ピンは： 

FPGA_GCLK1------PIN:V10 
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1.2  プログラム設計 

1.2.1 設計分析 

4つの LEDの順次点灯効果を実現するには、点灯の速度が速すぎでも、遅すぎでもよくないです。本設計

のタイミングは 0.5秒に設定し、0.5 秒毎に一つの LEDを点灯する。LED1点灯、0.5秒後 LED2 点灯（LED1、

LED2同時点灯）、順次に点灯し、4つの LED全て点灯後、全部消し；一回動作終了後、サイクル再開する… 

 

FPGA出力のデータは 1110、1秒後 1100……0000、まで変化する、出力の変化により、順次点灯動作を実

現できる。 

 

1.2.2 ソースコード LED_TEST.vhd 

ソースコード： 

 

counter のレジスタを使用し、カウントする。0.5毎 LEDは左へ 1ビットシフトし、最低位（一番右）は 0

補足。LED全て点灯後、もう一回 0.5 秒カウントし、全滅する。 
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1.3  実験手順 

 

1.  ISE Project Navigator  開発環境起動(スタートメニュー：Xilinx ISE Design Suite13.1->ISE Design 

Tools->Project Navigator). 

 

  

 

2.  新しいプロジェクト作成(File->New Project)、ポップアップしたのダイアログボックス中プロジェ

クトの名称と保存ディレクトリと動作ディレクトリを設定する。 

 ゛Next゛ クリック。 
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3.次のダイアログボックスで FPGAディバイス選択、設定する。結果は下記の通り： 
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゛Next゛クリック。 

 

4.  ゛Finish゛クリック、設定終了。 

 
5.  LED_TESTソースファイル作成（メニュー：Project->New Source）、ポップアップしたの New Source 

Wizard ダイアログボックス中 VHDL Module選択、そしてファイル名欄に LED_TEST入力。 

 

６.  ポート定義 のダイアログボックスで LEDと clockのポート名： 
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７.    ゛Finish゛クリック、設定終了。 

 
8.  Designの Hierarchyウィンドウで LED_TEST.vhdファイルは既にプロジェクトに追加した。 

 

日
昇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



 不可能への挑戦                      株式会社日昇テクノロジー         低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  11 

 

VHDLファイルをオーペンし、LEDのテストソースコードを編集できる。または添付 DVDにある LED_TEST.vhd

のコードを直接 vhdファイルにコピーする。 

 

9.  次は FPGAのピン制約ファイル.ucfを作成する。空白ファイルを作成（File->New）、ピン定義を追加

する。 

 

 

 

完成後、LED_TEST_PIN.ucfファイルとして保存、プロジェクトに追加、結果は下記図の通り： 

 

10.  プロジェクト保存してコンパイル開始: Generate Programming Fileクリック、ソフトウェアは自動

的に bitファイルを生成し、FPGAの設定に使用する。 日
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コンパイル成功後、Consoleウィンドウで成功情報を表示する： 

 
11.  Configure Target Deviceクリック、iMPACTソフトウェアオーペン、FPGAのダウンロードを行う。 

 

12.  iMPACT環境で Boundary Scanをダブルクリック、JTAGリンクをスキャン。 

 
13.  Boundary Scanウインドウで、右クリックして Initialize Chainを選択。ソフトウェアは自動的に

xc6slx16チップを検索。 
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゛Yes゛選択、ISE Project Navigatorで Led_test.bitファイル生成、オーペン。 

 
次のダイアログボックスで゛No゛選択、Flash PROMの書き込みは別の実験で説明する。 
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次ダイアログボックスで゛OK゛選択。 

 

14.  xc6slx16チップ選択（右クリック）、Programは FPGAのダウンロードを開始する。 

 

ダウンロード完成後、下記の情報を表示する： 

 

開発ボード上の LEDは順次点灯動作を開始する。同じ原理で、LEDの点滅順序、時間は自由に設定できる。 
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2 初めての組込 CPU プロジェクト（Microblaze） 
 

多くの FPGA プロジェクトソリューションでは、 FPGA+CPUがよく使われる。例えば通信デバイスでは FPGA

はデータ処理、CPUは管理処理を担当。コストを考慮し、ソフト CPUを FPGA内に組み込んで、FPGAだけで

FPGA+CPUのソリューションを完成する事でコストを下げる。 

 

Xilinx社改善した MicroBlaze組み込みソフトコアは FPGAシステムに組み込まれる RISCプロセッサ·ソフ

トコアです。実行スピードが速い、リソース使用量が少ないなどのメリットがあります。 

 

本章では ISEで Microblazeソフトコアを作成し、C言語で HelloWorldのプロジェクトを実現する。 

 

実験準備： 

開発ボード、開発環境 ISE13.1。 

 

下記２ステップで実現する： 

１、MicroBlazeソフトコア作成 

２、゛Hello World゛プログラム開発 

 

2.1 MicroBlaze ソフトコア作成 

MircoBlazeソフトコアは ISEの EDK(Xilinx Platform Studio）開発環境で作成する。 

2.1.1 ソフトコアでウィザード作成 

Xilinx Platform Studioソフトウェアをオーペン、ポップアップしたのダイアログボックスにある Base 

System Builder wizardを 選択、ソフトコア作成ウィザードに入る。 

 
プロジェクトの保存ディレクトリを設定： 
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PLB system選択。PLB は旧バージョンのソフトコアシステム、操作は比較的に簡単です。AXIは新バージ

ョンソフトコアシステム。 

 

 
ウィザードに従い、Nextクリック： 日
昇
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FPGAモデルを設定する、Siga-S16の場合、設定は下記の通り： 

 

日
昇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



 不可能への挑戦                      株式会社日昇テクノロジー         低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  18 

 

Single-Processorを選択（Single-Processor System）、Nextをクリック 

 

ハードウェアプラットフォームのメインクロックに基づき、対応の水晶発振器の周波数を選択（Siga-S16

開発ボード上のクロックは 50Mhz）。システムクロックの範囲は水晶発振器の 2倍以内にする必要。メモリの

デフォルトは 8KB。 
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これはシステムデフォルトで一番簡単なカーネルである。 

 

Add Deviceで MCB_DDR2外部デバイスを追加する。他のデバイスも MicroBlaze生成後追加も可能。 

 

ニーズによってプロセッサの指令とデータ cacheのサイズを設定する、ここでは 1Kバイドにする。 
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EDK で自動的にシステムカーネルのアドレスを設定する、Finish。 

 

2.1.2 Platform  Studio 操作画面 

ウィザードでソフトコア作成後、Platform Studio——カーネル開発環境に入る。下記図の通り： 
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Ports項目で、MCB_DDR2を右クリック、ConfigureIP を選択、DDR2 コントローラーをコンフィーグする。 

 

゛Base Configuration゛ ページでは変更なし。 
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゛Memory Interface゛ページで、DDR2の型番を MT47H64M16XX-25Eに設定する。 

 

Memory Interfaceの゛MCB゛ページで、MCB ZIO Pin Location  は L6、MCB RZQ PinLocationは C2と設定

する。 
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゛Port Configuration゛  と゛Advanced゛ページは変更なし、OKをクリックして完成。 

 

2.1.3 UCF ピン制約ファイルを追加 

Portsの External Portsに外部信号名をリストし、ソフトウェアは既に自動的に DDR2、Clockと Resetの

外部信号を設定している、下記図の通り： 
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手動で DDR2 の rzqと zio信号を外部信号と設定、MCB_DDR2の示すのドロップダウンメニューで Make 

Externalを選択： 

 

DDR2_SDRAM_zioと DDR2_SDRAM_rzqは自動的に External Portsリストに追加される: 
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Project 中の UCF ファイルをダブルクリックし、ピンと制約を定義する： 

 

UCF ファイルに下記の信号定義を追加し、保存する。DDR2の他ピンは Spartan6シリーズでは固定された

ため、定義する必要なし。 

 

2.1.4 コンパイルとダウンロード 

メニュー゛Device Configuration゛  —＞ ゛Download Bitstream゛クリック、プログラムは bitファイル

生成し、FPGAにダウンロードする。 
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実行完了を待つ（長時間）。 

 

成功すると、Consoleウィンドウで下記の情報を確認できる。 

 
SDK 起動。EDKで Project→Export Hardware Design to SDK…選択 日
昇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



 不可能への挑戦                      株式会社日昇テクノロジー         低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  27 

 

Export & Launch SDK選択。 

 

SDK ソフトウェアでダイアログボックス起動、Workspaceの保存フォルダを入力する： 
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次の章 Hello Worldアプリケーションプログラムの開発に入る。 

 

2.2 Hello World アプリケープログラム開発 

 

SDKウィザードを使用し、Hello Worldプロジェクトを作成、順次に File→New→Xilinx C Project 選択。 

 
Hello World テンプレート使用、プロジェクト名を Hello_worldに変更 
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初めてプロジェクト作成なので、同時に前章で作成したソフトコアを基にライブラリファイルを作成する

必要。名前は siga_bsp。 

 

プロジェクト作成完成後の SDK操作画面： 
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SDK ソフトウェアはプロジェクト保存の時自動的コンパイルする。プロジェクトを右クリックし、Build 

Project 選択でもコンパイルできる。コンパイル完成後、consoleウィンドウで下記の情報が表示する： 

 

Hello Worldアプリのデバッグを開始する。Run→Debug Configurations.. 選択、設定ウィンドウに入る： 
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Xilinx C/C＋＋ ELF をダブルクリック、Xilinx C/C++ ELFディレクトリ下で hello_world Debugファイ

ルが表示する： 
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STDIO Connectionタブで JTAG UARTを STDIOの入力出力インタフェースに設定： 

 

日
昇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



 不可能への挑戦                      株式会社日昇テクノロジー         低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  33 

Debugをクリックしてデバッグ開始。SDK開発環境で FPGAに bitstreamファイルダウンロードしてない状

態を提示するダイアログボックスが表示する。EDKで既に bitstreamファイルをダウンロードしたため、Yes

をクリックし、デバッグ操作画面が表示する。 

 

 

メニューRun->Resumeで実行する。成功すると、Consoleウィンドウで Hello Worldが表示する。初めて

の Microblazeのプログラムが成功。 

 

 

 

3 FPGAのコンフィーグ方法と書込み手順 

3.1 序文 

Xilinx Spartan6は SPIのコンフィーグモードをサポートする。SPIコンフィーグモードはハードウェア

を簡略化され、コストを削減する同時に SPI  チップの容量が大い、コンフィーグファイルを保存する以外

に他のデータ保存にも使われ、ユーザーアプリケーションの範囲を拡張に利用できる。 

Siga-S16 開発ボード上に 8Mbit の SPI  FLASHを搭載している、型番は M25P80。 

 

3.2 事前準備 

  ISE13.1  バージョンまたはこれ以上のバージョン、本実験は ISE13.1 で行う。 
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 Siga-S16開発ボードと USB JTAGエミュレータ 

 Siga-S16開発ボードの DIPスイッチの設定は M0:ON、 M1:Off、MASTER SPI MODE 

3.3 SPI FLASH の書き込み 

3.3.1 iMPACT 起動 

スタート—>全てのプログラム—>Xilinx ISE Design Suite 13.1—>ISE—>Accessories—>iMPACT、次の画面が

表示される： 

 

上記ウィンドウで゛Prepare a PROM File゛を選択、゛OK゛をクリック。 
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3.3.2 mcs ファイル作成 

mcsファイル生成する前に、SPI FLASH の型番と容量を確認する必要がある。PROM File Formatterインタ

フェースで下記図の通りに設定する： 

 

OKをクリック、Add  Deviceファイルの情報が表示する、直接 OKをクリック。 
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次のの Add  Deviceファイルのウィンドウで前の ISE で生成した led_test.bit ファイルを選択、“Open”

をクリック。次に表示される Add  Deviceファイルのウィンドウで、Noを選択。 

 

下記情報が表示され、OKをクリックして完成。 

 

 ISE  iMPACT操作画面の左側の iMPACT  Processes で゛Generate  File...゛をダブルクリックし、MCS 

ファイルを作成する。 

 

MCS ファイル作成完成後、゛Generate  Succeeded゛  の情報が表示する。 
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3.3.3 MCS ファイルを SPI FLASH に書込む 

 iMPACT  Flows操作画面の Boundary  Scan項目をダブルクリック： 

 

Boundary Scan画面で右クリックし、 Initialize Chain を選択： 

 

JTAGチェン上の FPGA チップを検出した場合、下記の情報が表示する。ダイアログボックスで Noを選択。 

 

日
昇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



 不可能への挑戦                      株式会社日昇テクノロジー         低価格、高品質が不可能？ 

日昇テクノロジーなら可能にする 

ホームページ：http://www.csun.co.jp         メール：info@csun.co.jp  38 

次に下記画面で OKをクリック。 

 

SPI/BPI インタフェースをダブルクリック（赤い枠の部分）、 SPI FLASH のコンパイルファイルを追加。 

 
 

ポップアップした Add PROM File ウィンドウで先ほど生成した Test.mcs ファイルを選択、オーペン。次

にポップアップした Select Attached SPI/BPI インタフェースで正確な SPI FLASH 型番 M25P80を選択、OK

をクリック。 
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 FPGA の SPI インタフェースで  FLASH の標示が表示する: 

 

FLASHアイコンを選択して右クリックし、 Programを選択： 

 

次の Device Programming Properties ウィンドウで直接 OKクリック、ソフトウェアは自動的に SPI FLASH

に書込む。 
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下記の画面で書き込みの進捗を確認できる。 

 
書き込み完了： 
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ここまで、SPI FLASHの書き込みは完了した。ターゲットボードをリブートし、電圧正常後、SPI FLASH

からコンフィーグデータ読み取り、FPGA の設定を完成する。開発ボード上の LEDは順次点灯動作が始まる。 

 

 

以上。 
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